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参加者募集 

里山体験きのこ作り教室（中川小３年生）  

        （職員不在時間帯あり） 

三者会、中川地区会長会 

公民館運営協議会 

一般講座「刺し子教室」 

市報、館報、福祉村実行委員会 

パソコンクラブ、主事部会 

そば打ち教室  

粋いき俱楽部開講式、防犯協会中川支部総会  

中川地区グラウンド・ゴルフ大会 

ウォーキング教室（職員不在時間帯あり）  

 

5/1(水) 

 

5/2(火) 

 

5/7(火) 

5/8(水) 

5/10(金) 

5/14(火) 

5/17(金) 

5/26(日) 

5/31(金)   

 

          
 グラウンド・ゴルフ愛好会 

    （月曜日） 

詩吟教室（火曜日）    

             

 

 

5/2、9、16、23 

 

5/9、16、23、30 

 

 

5 月・6 月 行事予定 

【一般講座】 

 
日 時：6月 11日（火）10：00～12：00頃 

場 所：中川地区公民館 集会室 

内 容：出来上がり量が１口 5㎏のみそを作ります 

     何口でも構いません。 

申込時に口数をお伝え下さい。 

今年は、麹 3割増しで作ります！！ 

講 師：石井伊惣治商店（十日町）さん 

持ち物：レジャーシート（一人用）、エプロン 

    三角巾、手拭きタオル、飲み物 

みそを持ち帰るための容器 

（内容量７㎏以上の容器をご準備下さい） 

材料費：１口 2,000円 

対 象：中川地区民 

定 員：先着 15名程度 

締切日：定員になり次第締め切り  

   。 

 

 

 

 日 時：5月 26日（日）９：00～12：00頃 

場 所：中川地区公民館前広場 

参加料：無料 

対 象：小学１年生から一般までの中川地区民 

 

 

日 時：6月 4日（火）10：00～12：00頃 

場 所：中川地区公民館 実習室（調理室）  

参加費：無料     対 象：中川地区民 

定 員：先着 10名 

持ち物：エプロン、三角巾、持ち帰り用容器 

※詳しくは、地区回覧のチラシをご覧ください。 

 

 

昨年、大変好評でした！！ 

おいしい手作りみそを作ってみませんか？ 

今回作ると９月下旬～10月頃に食べられます。 

 

 

お申込み・お問合せ：中川地区公民館（☏679-2501） 

ラージピンポン愛好会（木曜日） 

   

スポーツ麻雀愛好会  （木曜日） 

      

 

 

5/8（水）、13、20、27 

5/14、21、28 

 

6/3(月) 

6/4(火) 

6/6(木) 

6/7(金) 

 

6/8(土) 

6/11(火) 

6/13(木) 

6/17(月)   

6/20(木) 

6/21(金) 

6/23(日) 

6/25(火) 

6/28(金) 

          
 

三者会、中川地区会長会、公民館運営協議会  

食改主催「笹巻作り講習会」 

市報、館報 

パソコンクラブ、公民館職員合同研修会 

（職員不在時間帯あり）  

蔵王山頂清掃とつつじ祭り 

一般講座「みそ作り教室」  

第 1 回自衛消防訓練 

～19（水）笹巻き宅配事業 

福祉村だより編集委員会 

防犯協会中川支部幹事会 

ウォーキング教室（協会） 

そば打ち教室 

粋いき倶楽部（職員不在時間帯あり） 

 

※詳しくは、地区回覧・小学校配布のチラシを   
ご覧ください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中川地区公民館運営協議会総会  
 令和 6年度の中川地区公民館運営協議会総会が４月２日（火）に開催されました。今年度の協議会会長

には佐藤 友治氏（高野）、副会長には鈴木 孝氏（甲石）が選任され、各地区会長 14名と公民館館長の協

議会役員により、令和 6年度事業計画・予算について承認されました。中川地区がますます活性化するよ

う皆様方のお力をお借りしながら役職員一同がんばっていきたいと思っております。是非、公民館事業に

積極的にご参加くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 ４月 2日（火）「令和 6年度中川地区合同懇談会」が開催されました。

各地区会長、小中学校・民生児童委員協議会・消防団など中川地区関連の

方々、中川福祉村、公民館職員、総勢 22 名が一堂に会し、中川地区会

長会の佐藤 友治会長のあいさつに始まり、それぞれ自己紹介および今年

度の活動方針などを伝え、顔合わせとなりました。１年間どうぞよろし

くお願いいたします。 

４月 22日（月）「第 64回中川福祉村村議会」が開催され、多くの方々

にご出席いただきました。齋藤 秀雄村長のあいさつに始まり、令和 6年

度事業計画・予算案について承認され、今年度の事業を行うこととなりま

した。蔵王山頂清掃とつつじ祭り、大運動会、文化産業まつり、やすらぎ

笹巻宅配事業、笑いと健康のつどい、施設訪問、中川福祉村だより等、多

くの事業を予定しております。事業を通して、福祉施設と村民の交流を深

めながら、福祉活動の向上を目的に事業を進めていきたいと思います。 

 

 

 

 ４月 19日（金）地区会長会主催の「中川地区戦没者追悼式」が開

催され、地区会長、来賓の方々にご臨席いただき、戦没者の御霊を供

養いたしました。私達は、現在の平和と繁栄が多くの尊い犠牲の上に

築かれていることを後世に継承していかなければなりません。毎年行

われている「中川地区戦没者追悼式」を通して、改めて戦争による悲

しみを思い、幸せな毎日を過ごせる大切さを考える日になっていけれ

ばと思います。 

《 中川地区会 》 
中川地区戦没者追悼式 
中川地区新年祝賀会 

 笑いと健康のつどい 
《 福祉村関係 》 
蔵王山頂清掃とつつじ祭り 
やすらぎ宅配「笹巻き」事業 
中川福祉村運動会 
福祉村文化産業まつり 
中川福祉村施設訪問 

《 主事部・体育部 》 
中川地区グラウンド・ゴルフ大会 
中川地区さわやかコンサート 
中川地区ソフトボール大会 
 

《 防犯協会中川支部 》 
防犯協会中川支部総会 
中川地区夏の安全パレード 
中川支部防犯診断 
防犯協会中川支部研修会 

《 子ども会育成会 》 
わんぱく広場 
中川地区少年少女球技大会 
しめ飾り作り 
冬に遊ぶ会 

《 高齢者対象 》 
中川粋いき倶楽部 
高齢者教室（軽スポーツ大会、研修旅行） 

 
 
 

《 公民館単独 》 
詩吟教室  
そば打ち教室 
パソコンクラブ  
ウォーキング教室 
グラウンド・ゴルフ愛好会 
ラージピンポン愛好会 
スポーツ麻雀愛好会 
しめ飾り作り  
一般講座 
単発講座 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

会員19 名。今年度よりテラポイトガ

イドが高瀬さんになります。初回は舞

鶴山へ。今年も楽しく歩きましょう！ 

 

そば打ち教室

会員13名。木村 豊治さん講師

のもと、そばを極めます！！ 

パソコンクラブ

ラージピンポン愛好会 スポーツ麻雀愛好会

会員10名。最初はWordの文字

入力！和気あいあいと学びます。 
会員8名。講師 齋藤 陸州氏。 

詩吟が大好きな仲間です。 

会員 36 名。今年度も元気に

楽しくプレイしましょう～！ 

会員23名。暑い時も寒い時も、 

皆さんピンポンを楽しんでいます。 
会員21名。いつも楽しそうな

笑い声が聞こえてきます♫ 
※まだ入会可能な

教室もありますの

で、興味のある方

は、お気軽に公民

館までお問合せ下

さい！ 

写真撮影・掲載について 
 公民館事業の中で、活動の様子などを公民館の職員が写真撮影し、一部撮影した写真を館報（公民館だより）に 

掲載する場合があります。また、館報は市のホームページにも掲載されますので、あらかじめご了承下さい。 

 

４月 5 日（金）上記会議が開催され、今年度の主

事部・体育部のそれぞれの部長、副部長を選任し、事

業計画、予算案について協議しました。その後の体育

部会では、グラウンド・ゴルフ大会やソフトボール大

会について協議しました。今 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度も多くの福祉村、公民館

事業にご協力いただきます。

１年間どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月12日（金）上記会議が開催され、今年度の

会長、副会長２名を選任し、事業計画について協議

しました。今年度も、わんぱく広場、少年少女球技

大会、冬に遊ぶ会（雪と遊ぶ会）、中川福祉村運動

会など、多くの事業で、子ど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もたちの為にご協力いただ

きます。１年間どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
 

   

 お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
八
十
七
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

 
 

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

（写真①） 

関
東
軍
は
、
昭
和
六
年
九
月
の
柳
条
湖
事
件
（
満
州
事
変
）
以

後
、
政
府
の
不
拡
大
方
針
を
無
視
し
て
満
州
東
北
部
へ
の
進
攻
を

続
け
ま
す
が
、
国
内
で
は
、
満
州
事
変
直
後
に
起
き
た
イ
ギ
リ
ス

の
金
輸
出
の
禁
止
（
金
本
位
制
か
ら
の
離
脱
）
を
契
機
に
金
融
不

況
に
陥
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
併
行
し
て
、
東
北
・
北
海
道

が
冷
害
に
見
舞
わ
れ
、
暴
利
を
む
さ
ぼ
る
財
閥
へ
抗
議
や
テ
ロ
が

頻
発
し
ま
す
。 

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
金
融
苦
境
の
離
脱
を
巡
る
国
内
状
況
と

そ
れ
と
併
行
し
て
中
国
遼
西
に
進
攻
す
る
関
東
軍
の
行
動
に
つ

い
て
記
述
し
ま
す
。 

 
 

 

〈
犬
養
内
閣
の
成
立
、
積
極
財
政
で
景
気
回
復
に
努
力
〉 

昭
和
六
年
一
二
月
一
一
日
、
協
力
内
閣
論
を
め
ぐ
る
内
閣 

不
統
一
に
よ
っ
て
若
槻
礼
次
郎
民
政
党
内
閣
が
瓦
解
し
、
西 

園
寺
公
望
は
、
政
友
会
総
裁
・
犬
養 

毅
を
後
継
首
班
に
奏 

請
し
、
一
二
月
一
三
日
、
犬
養
内
閣
が
成
立
し
た
。（
写
真
①
） 

 

犬
養
は
、
政
友
会
の
長
老
で
積
極
財
政
で
知
ら
れ
て
い
た 

髙
橋
是
清
を
蔵
相
に
起
用
、
初
閣
議
で
金
輸
出
再
禁
止 

を
決
め
た
。
民
政
党
の
金
解
禁
政
策
の
行
き
詰
ま
り
と
不 

況
の
打
開
を
、
金
本
位
制
の
停
止
・
管
理
通
貨
制
度
へ
の
移 

行
に
求
め
た
。 

〈
デ
モ
隊
が
三
井
総
本
家
等
に
ド
ル
買
い
糾
弾
の
ビ
ラ
〉 

 

昭
和
六
年
一
二
月
二
五
日
、
社
会
民
衆
党
の
デ
モ
隊
約
百
人

が
、
東
京
市
麻
布
区
・
三
井
総
本
家
に
押
し
か
け
、「
東
北
地
方

の
餓
死
を
救
え
、
失
業
者
百
万
の
絶
望
生
活
を
保
障
し
ろ
」
等

の
要
求
を
行
っ
た
。
こ
の
抗
議
行
動
は
、
同
じ
日
に
岩
崎
家
（
三

菱
）
、
住
友
家
に
対
し
て
も
行
わ
れ
た
。
（
写
真
②
） 

柳
条
湖
事
件
（
満
州
事
変
）
勃
発
の
三
日
後
で
あ
る
昭
和
六 

年
九
月
二
一
日
、
イ
ギ
リ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
が
っ
た
恐
慌

の
波
を
支
え
き
れ
ず
金
の
輸
出
を
停
止
し
、
金
本
位
制
か
ら
離

脱
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
日
本
国
内
で
は
、
翌
二
二
日
か
ら
、

外

国

為

替

銀

行

で

あ

る

横

浜

正

金

銀

行

（

現

東

京 
 

 
 

 
 

 

銀
行
）
に
ド
ル
買
い
が
殺
到
し
た
。
そ
の
額
は
、
一
週
間
で
二

億
円
に
達
し
、
買
い
に
入
っ
た
外
国
銀
行
分
を
含
め
る
と
合
計

七
億
六
千
万
円
と
な
り
、
そ
の
一
四
％
強
に
当
た
る
一
億
九
百

万
円
は
、
三
井
財
閥
系
の
銀
行
と
三
井
物
産
が
、
ほ
か
に
住
友

銀
行
、
三
菱
銀
行
等
が
買
い
入
れ
た
も
の
だ
っ
た
。 

激
し
い
ド
ル
買
い
に
対
し
、
岩
槻
内
閣
の
井
上
準
之
助
蔵
相 

は
、
ド
ル
売
り
、
公
定
歩
合
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
。
こ
の
結 

（写真②） 

39 果
投
機
的
ド
ル
買
い
は
下
火
と
な
っ
た
が
、
公
定
歩
合

の
引
き
上
げ
は
、
金
づ
ま
り
現
象
を
も
た
ら
し
景
気
を

さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
。 

そ
う
し
た
折
の
髙
橋
蔵
相
に
よ
る
突
然
の
金
輸
出
再

禁
止
実
施
の
た
め
、
当
初
は
為
替
の
暴
落
や
物
価
の
高

騰
を
招
き
、
国
民
生
活
は
か
え
っ
て
打
撃
を
受
け
た
が
、

低
金
利
と
公
債
の
大
量
発
行
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
政
策

で
、
軍
需
産
業
を
中
心
に
景
気
が
回
復
に
向
か
っ
た
。 

〈
関
東
軍
が
遼
西
作
戦
を
開
始
、
錦
州
を
占
領
〉 

国
内
が
混
乱
し
て
い
る
最
中
の
一
二
月
二
六
日
、
関

東
軍
は
、
遼
西
作
戦
を
開
始
し
、
大
連
、
海
城
、
遼
陽
な

ど
か
ら
部
隊
を
出
動
さ
せ
た
。
ま
た
翌
二
七
日
に
は
、

政
府
が
満
州
軍
増
兵
を
閣
議
決
定
。
こ
れ
を
受
け
て
陸

軍
省
は
、
朝
鮮
軍
司
令
官
に
関
東
軍
へ
の
増
派
を
指
令

し
た
。 

一
二
月
二
八
日
、
関
東
軍
は
錦
州
に
攻
撃
を
開
始
し
、

翌
年
一
月
三
日
に
は
、
錦
州
を
占
領
し
た
。 

〈
天
皇
へ
手
榴
弾
投
て
き
事
件
が
発
生
〉 

昭
和
七
年
一
月
八
日
、
警
視
庁
前
に
お
い
て
朝
鮮
人
・

李
奉
昌
（
三
三
歳
）
が
天
皇
の
行
列
に
手
榴
弾
を
投
て

き
す
る
事
件
（
桜
田
門
事
件
）
が
発
生
し
た
。（
写
真
③
） 

事
件
は
、
李
が
天
皇
暗
殺
に
よ
っ
て
朝
鮮
独
立
運
動

を
高
揚
さ
せ
よ
う
と
企
図
し
、
天
皇
が
代
々
木
練
兵
場

の
陸
軍
始
め
観
閲
式
を
観
閲
し
た
帰
途
に
敢
行
し
た
。

列
が
警
視
庁
前
に
差
し
か
か
っ
た
と
き
、
沿
道
の
群
衆

の
中
か
ら
手
榴
弾
を
投
げ
た
が
、
天
皇
の
馬
車
を
誤
認

し
、
宮
内
大
臣
の
乗
っ
た
二
両
目
の
馬
車
付
近
で
爆
発
、

宮
内
大
臣
も
天
皇
も
無
事
だ
っ
た
。
太
極
旗
を
振
り
「
独

立
万
歳
」
を
叫
び
そ
の
場
で
逮
捕
さ
れ
、
同
年
の
一
〇

月
大
逆
罪
で
死
刑
と
な
っ
た
。 

〈
天
皇
、
関
東
軍
の
軍
事
行
動
を
是
認
す
る
勅
語
を
下

す
〉 「

桜
田
門
事
件
」
の
あ
っ
た
一
月
八
日
、
天
皇
は
、

「
朕
深
ク
其
忠
烈
ヲ
嘉
ス
」
と
の
勅
語
を
下
し
た
。 

こ
れ
は
、
事
変
勃
発
以
後
の
関
東
軍
の
軍
事
行
動
を

是
認
し
、
戦
地
の
将
兵
を
い
た
わ
り
、
戦
意
高
揚
を
図

ろ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
勅
語
に
よ
り
、
事
件

発
生
の
原
因
と
な
っ
た
関
東
軍
の
謀
略
は
黙
認
さ
れ
、

不
問
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

  

〈
総
選
挙
の
最
中
上
海
事
変
が
発
生
、
血
盟
団
事
件
の
発
生
〉 

犬
養
内
閣
は
、
桜
田
門
事
件
の
対
応
を
め
ぐ
り
苦
境
に
陥
り
、

昭
和
七
年
一
月
二
一
日
、
衆
院
を
解
散
、
積
極
財
政
、
満
州
事

変
の
容
認
な
ど
で
選
挙
戦
を
有
利
に
展
開
し
た
。 

選
挙
最
中
の
一
月
二
八
日
、
上
海
事
変
（
第
一
次
）
が
起
き

て
、
国
内
の
排
外
熱
に
火
が
つ
き
、
協
調
外
交
を
掲
げ
る
民
政

党
に
は
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
月
九
日
に
は
、
民

政
党
の
選
挙
委
員
長
で
あ
っ
た
井
上
準
之
助
が
血
盟
団
員
・
小

沼
正
に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
（
血
盟
団
事
件
）、
大
打
撃
を
受
け
た
。 

こ
の
結
果
、
総
選
挙
は
、
犬
養
の
政
友
会
が
三
〇
一
人
、
民

政
党
が
一
四
六
人
と
政
友
会
の
圧
勝
と
な
っ
た
。（
以
上
、「
昭

和
二
万
日
の
記
録
」（
講
談
社
刊
）
よ
り
。
写
真
も
同
じ
） 

（
次
回
は
、
満
州
国
の
建
国
に
つ
い
て
記
述
す
る
予
定
で
す
。） 

 
 

 

（写真③） 


